
選択領域

講習の区分 受講者が任意に選択して受講する領域

講習の名称 絵本とその読み聞かせの教育的効果

受講者定員 100人

受講対象者  全教員

開　 設　 日 平成30年7月30日

講習の形態  主として講義（一部演習）

講 習 時 間 6時間

講 習 会 場 鳴門教育大学　総合学生支援　３階　F会議室（予定）

担 当 講 師 余郷　裕次

受　 講 　料 6,000円

講習の内容

絵本の読み聞かせの幼児教育にとどまらない教育的効果について見識を高める。
また、絵本とその読み聞かせの利用が、保健室においても効果的であることを知る。
さらに、『給食番長』など食育に関する絵本とその利用に関する見識を深める。
1・2講時：絵本の仕掛けとその読み聞かせの効果／3・4講時：絵本の仕掛けの分析／5・6講
時：絵本とその読み聞かせの知と心

講習のねらい

子どもたちの発達の解体的危機とまで言われる現状に対して、子どもたちの心を理解し、子
どもたちとコミュニケートする媒材として、幼児教育のとどまらない絵本とその読み聞かせの
教育的利用とその効果について理解する。
まず、絵本の読み聞かせの教育的効果を理解し実感する。
次に、絵本の読みあいを体験し、絵本の仕掛けの分析を実践する。
さらに、絵本の読み聞かせの実技を通して、絵本の読み聞かせの知と心とを体得する。

講習到達目標

次の事項について理解し、実践する知見を獲得している。
　　① 絵本の仕掛け（ア．まるい大きな正面顔／イ．画面構成／ウ．色彩／
　　　 エ．進行方向／オ．絵本モンタージュ）とその効果について理解する。
　　② 読み聞かせの教育的効果（ア．母親語／イ．右脳左脳同時活性／
　　　 ウ．視覚的共同注視）について理解する。
　　③ ①の知見によって、絵本の絵の仕掛けを分析することができる。
　　④ ②の知見を活かして、絵本の読み聞かせを実践することができる。
　　　 子どもを理解し子どもとコミュニケートするために、絵本とその読み聞かせを
       利用する方法を理解する。

平成30年7月30日

　　　８時５０分～　９時００分　オリエンテーション
　　　９時００分～１０時３０分　講義
　　１０時４０分～１２時１０分　講義
　　１２時１０分～１３時００分　昼食休憩
　　１３時００分～１４時３０分　講義
　　１４時４０分～１６時１０分　講義
　　１６時１８分～１６時２０分　試験説明
　　１６時２０分～１７時００分　履修認定試験
　　１７時００分～１７時１０分　事後アンケート、連絡事項

履修認定試験の方法 筆記試験

成績評価
成績評価は、講習の担当者が作成した試験の成績から判断します。
履修認定試験の結果、受講者の理解が到達目標に達したと認める場合は成績審査に合格した者とし
ますが、その際の評価は６０点以上の採点をもって行います。

持参するもの 筆記用具

その他 受講申込みについては、「募集要項」を参照してください。

平成３０年度鳴門教育大学教員免許状更新講習概要

講習スケジュール


